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概要版



市町村職員給与の適正化の状況

県では、平成14年から市町村職員給与について公
表をおこなってきました。

市町村においては様々な行財政改革に取り組み、
職員の削減や職員給与の適正化などに努めてき
ています。

　　　　　　　H14の状況

　　　　　　独自給料表の使用　　　27団体　　　条例･規則違反の枠外昇給　　7団体

　　　　　　わたり　　　　　　　　　　　12団体　　　一律的な特別昇給等　　　　　15団体

　　　　　　55歳昇給停止未導入　31団体　　　退職時特別昇給　　　　　　　　42団体

　　　　

　

また、平成18年度中には全ての市町村で、給与構
造の見直しが行われました。

H18には全ての団体で適正化済み



職員給と職員数の推移
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職員数はここ数年総じて減少傾向が続いています。

職員給についても職員数の減少や市町村独自の給与カットにより減
　少傾向にあります。

職員数はここ数年総じて減少傾向が続いています。

職員給についても職員数の減少や市町村独自の給与カットにより減
　少傾向にあります。



団体区分別ラスパイレス指数推移

100.7

97.6

99.6

95.7

93.5

92.8

91.2
91.4

97.4

101.2101.4

101.7

101.9

98.2

95.0

101.0 100.8 100.5

100.0

97.1

93.5

96.1
96.2

96.1
96.0

93.7

93.7

96.4 96.4

95.0

96.0 95.9

90.0

91.0

92.0

93.0

94.0

95.0

96.0

97.0

98.0

99.0

100.0

101.0

102.0

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

全国市

県内市

全国町村

県内町村

市町村職員の給与水準については、総じて低下の傾向にあり、全国の市町村と比較して
　も低い水準になっています。

このことは、各市町村において給与の適正化の取組みが行われてきた結果といえます。
県内市がH17において低い数値になっているのは、独自で行った給与カットの影響であ

　ると考えられます。また、H18に上昇しているのは給与構造の見直しによる給料表の水準

　の引き下げに伴い、独自に行っていた給与抑制を廃止又は調整した影響によるものです。

市町村職員の給与水準については、総じて低下の傾向にあり、全国の市町村と比較して
　も低い水準になっています。

このことは、各市町村において給与の適正化の取組みが行われてきた結果といえます。
県内市がH17において低い数値になっているのは、独自で行った給与カットの影響であ

　ると考えられます。また、H18に上昇しているのは給与構造の見直しによる給料表の水準

　の引き下げに伴い、独自に行っていた給与抑制を廃止又は調整した影響によるものです。



市町村別ラスパイレス指数
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国家公務員の給与水準を１００としたときの各市町村におけるラスパイレス指　
　数です。(H18.4.1現在)
国家公務員の給与水準を１００としたときの各市町村におけるラスパイレス指　

　数です。(H18.4.1現在)

【
参
考
】



市町村別ラスパイレス指数(技能労務職）
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国家公務員の給与水準を１００としたときの各市町村におけるラスパイレス指　
　数です。(H18.4.1現在)

職員数が1名及び2名の団体については個人情報保護の観点から掲載をして
　いません。また、0名の団体については数値はありません。

国家公務員の給与水準を１００としたときの各市町村におけるラスパイレス指　
　数です。(H18.4.1現在)

職員数が1名及び2名の団体については個人情報保護の観点から掲載をして
　いません。また、0名の団体については数値はありません。
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（注）※のついている団体は職員数が０の団体です。



一般行政職給料表級別職員数
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国では課長補佐相当を4～5級、係長相当を4級と位置付けています。
4級相当以上の職員の構成数が多い市町村は、職務分類が妥当性を欠いて

　いる可能性があります。

国では課長補佐相当を4～5級、係長相当を4級と位置付けています。
4級相当以上の職員の構成数が多い市町村は、職務分類が妥当性を欠いて

　いる可能性があります。
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勤勉手当成績率について

国と同じ（100分の71）

23100分の72.5
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国と同じ（100分の71）
100分の72.5

民間でのボーナスにあたる手当として期末手当と勤勉手当が支給されます。
勤勉手当は、本来、その職員の勤務成績に応じた割合（成績率）を給料月額等に乗じた金額　

　を支給するものです。　国では標準的（良好）な職員については100分の71、優秀な職員に対し
　ては100分の78.5～86の範囲内で成績率を適用することとなっています。

県内では、ほとんどの市町村で全員一律の成績率を適用しています。うち、一部の市町村では
　100分の72.5を標準的（良好）な職員の成績率として適用しています。

民間でのボーナスにあたる手当として期末手当と勤勉手当が支給されます。
勤勉手当は、本来、その職員の勤務成績に応じた割合（成績率）を給料月額等に乗じた金額　

　を支給するものです。　国では標準的（良好）な職員については100分の71、優秀な職員に対し
　ては100分の78.5～86の範囲内で成績率を適用することとなっています。

県内では、ほとんどの市町村で全員一律の成績率を適用しています。うち、一部の市町村では
　100分の72.5を標準的（良好）な職員の成績率として適用しています。

高知市・室戸市・安芸市・南国市・

土佐市・奈半利町・田野町・安田町・

北川村・芸西村・本山町・大豊町・

土佐町・大川村・仁淀川町・佐川町・

越知町・梼原町・日高村・津野町・

四万十町・三原村・黒潮町

須崎市・宿毛市・土佐清水市・

四万十市・香南市・香美市・

東洋町・馬路村・春野町・いの町・

中土佐町・大月町

団体

団体

標準的(良好）な職員の成績率について



市町村職員給与の主な制度・運用の状況
Ｈ１９・４・１  現在

対前年比

％

95.6 1.8 58.4 ×

91.6 0.6 71.7 ×

92.0 2.1 65.2 ×

93.1 1.3 65.7 ×

96.5 3.0 54.7 ×

93.9 1.2 × 64.4 ×

宿 毛 市 94.3 -2.4 × 61.1 ×

土佐清水市 95.9 0.5 × 73.2 ×

94.5 － × 73.2 ×

96.9 － × 74.0 ×

94.0 － × 40.1 ×

95.0 1.5 61.8

東 洋 町 88.1 0.4 × 60.6 ×

奈半利町 85.4 -1.0 69.2 ×

田 野 町 88.8 -1.0 36.0 ×

安 田 町 85.9 -1.0 42.5 ×

94.1 7.3 41.4 ×

96.4 3.6 × 50.0 －

93.5 0.1 38.3 －

87.1 -1.6 64.6 ×

85.8 0.3 43.1 ×

90.8 0.0 61.8 ×

88.9 0.9 53.3 ×

96.6 -0.9 × 74.2 ×

92.2 -0.2 × 43.6 △

91.0 － 55.3 ○

94.0 － × 45.9 ○

89.0 -0.2 40.7 ×

93.6 -0.6 46.0 ×

87.4 -4.0 ○ 36.2 －

95.6 2.5 65.5 ×

86.7 -1.7 36.1 ×

四万十町 93.4 － 51.6 ×

86.5 0.2 × 65.2 ○

90.6 -0.8 67.7 ○

96.0 － 57.1 ×

91.4 0.2 51.8

93.8 1.3 58.3

95.2 -0.3 ○ 61.8 ×　（注3）

注１

注２

注３

【参考】高知県

町 村 計

国４級相当
(課長補佐相当)
以上職員の割合
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県　　計

黒 潮 町

大 月 町

三 原 村

春 野 町

大 川 村

土 佐 町

大 豊 町

本 山 町

馬 路 村

芸 西 村

北 川 村

四万十市

市　　計

香 美 市

香 南 市

須 崎 市

土 佐 市

安 芸 市

南 国 市

国に準拠した技能労
務職給料表の導入

（注2）

室 戸 市

高 知 市

勤勉手当（H19年
6月）の成績率

（注1）
市町村名

ラスパイレス指数
H18.4.1

高知県は、H22.4.1から国に準拠した給料表を導入することとしています。

「勤勉手当（H19年6月）の成績率」欄が「○」の団体はそれぞれの職員の勤務成績を手当に
反映済み、「×」の団体は標準的(良好）な職員の成績率が国の成績率(100分の71）を上回る
100分の72.5を適用している団体です。

「国に準拠した技能労務職給料表の導入」欄が「－」の団体は職員数０、「○」の団体は導
入済み、「△」の団体は一部導入済み、「×」の団体は未導入の団体です。
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